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籾乾燥のための太陽熱コレクターシミュレーション  

＊  

堀部 和雄・中川 健治・大下 誠一・長谷川啓光  

FundamentalStudies on the Solar Dryer Systcm（Part 2）  

Simulation of SolaI－Heat Co11ector for Rice Dryi帽   

Kazuo HoR柑E，KeniiNAKAGAWA，Se卜ichiOsHIrrA and Hiromitsu HASEGAWA  

研究は広い分野にわたり行なわれているが，紗詑煉で利  

鞘されるコレクダーは比較的単純をものが多い。しかし，  

楽際に多くのコレクタ叫を試作し，その動的特捜を把蘭  

して予測することは前述の理由から園撫である。また，  

特に東嬰なのはその面積の決麗である。これは籾柁灘の  

熱負荷が計算されればシミニエレーションにより推定する  

ことも可能である。   

上述の軌沃カ、ら，＊報では（1）第1報7）で示したコ  

レクターの捌丈支式や性能をさらに写さ威させ，椰々の実験  

が可能なコレクタ…の試作，（2巨査閲磯雄膵胴紗紘煉シミ  

ュレーションの山部としてのコレクタ岬モデルの数式化，  

（3）このモデルを用いて籾柁燥時期の気象射牛における  

雄熱乳 上桁温度や尭安泰効率をどのコレクタ叫特性の予  

測，㈲送風量‡と，＝射腰や熱負荷と基軸面椒との関係と  

その罪損について明らかにしたのでその結果を報麿する。   

Ⅱ．太陽熱コレクターの試作と実験   

甘鴎作太陽熱コレクタ脚   

この実験で使用したコレクタ…を第1図に示す。コレ  

クタ…は超さ4．20m，楯1．87m，高さ0．35m，基軸而輯  

は7．0汀fで主として外紙 刃義澄桑奴，カバ…より成る。朗   

報で試作したコレクタ…に比べ主な改良点は次の通りで  

ある。  

① 基掛取♂）位i投と空気グ）i劉承路を変えることができる   

柄迫にした。その結乳 コレクタ…の性能について桃   

造別，送風方式別に測定することが可能である。   

⑨・この実状で董まかて…として厚さ3mmの好漁板ガ、ラス   

を佗川した。渉油板ガラスは既決が濃く，側路が比較   

Ⅰ．緒  口  

近年エネルギー危機が挽く叫ばれて以軋 太陽エネル  

ギーは各方面でその貌嬰性が真澄洛され，その利用につい  

て積極的な検討が加えちれるようになった。   

大隊難が槙極的に利用される凝基分野はヨ三として，グ  

リーンハウス，翻鯛乞煉などであるが，持に穀物陀燥で  

の利用の試みは塞儀1でかなり古くから綱‡‡lに行なわれ，  
l）2）3）  

敢近ではその実開化が貯蔵乾燥に見い出されている   

榊・九 わが図では制度的に盛期聞にわたる貯蔵陀嫌は行  

なうことができか1射酎こあり，また，籾の陀燥もライ  

スセンタ…，カントリーエレベータ岬における大規模柁  

煉と個人農家の′ト税榔宣乞煉に分梯化している。このよう  

を特殊事憫にあるたがⅠ藁‡ではその紀燥の実態にあった太  

陽熱利周柁燥が要求され，そのための研究も行なわれつ  

っぁる㌔j5）6）   

さて，わが陸1の糎陀煉システムに適した太保熱利用の  

可能性を絶対し，その；糾l〕化を図っていくためには榔々  

の実験を綿み蕊ねていくことが東婁であることはいうま  

でもかゝ。しかし，そのために消魚される唱明代爛ほ往  

無視できか、ものとなるので，コンピュータ岬射和一た  

大隠銀利潤堪明滅シミュレ…ション針併用する方法が考  

え．られる。これは三言ミに太陽熱コレクターと籾灘油紬）2つ  

の部分からなるが，本車齢ま前著について検討したもので  

ある。   

コレクターは太陽熱朝潮システムの中心であり，その   

‖珊；5鯛ミ6l三i3（川 受‡里  

勘隊拳郎研究生  
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第1‡馨葺試作コレクタ岬  

Position o†Qbsorbing pIQte lVpe ofclirfLovv  

O Upper floww 

¢  

八＜′V＼ノW  

②Bo抽WOyS引ow  

③Revel・Sed†low  

節2l謀ヨ コレク㌢再刊摘輔服瀾と級軋机・℃  

射率も‡ミ㌢；くなる。簾紬夜をぎ皮桝允としたのは平淫朋美と   

比べて空雲ほの接触i那餌ゞj‡摘けること，また波形状   

而が乱流促進板として作川し，対流糾云遵をイブ£進させ   

ることなどの黒酢短からである。  

（2憐凝方法   

実収は1979年8j∧i29【三ト10j二j20i…！のF榔こ行なった。   

的商いが酎股怖にほ優れており，特需太！陽光線など蟻  

減光線透過率がよく，刃燕綬からのj量波放射を透過さ  

せか、ので温室効果が火となる。  

⑨猥雑板として－㌔綱．4…の地形状】、タン棟を牲照㍑  

た。太陽光紗捌叉率を詩儀さ；めるためにツヤ消し毀色ペイ  

ントを塗ったが過料馴丈処薫】！を行なっていなし、ので放  
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コレクタ…の純造は第21対に示すように簾栄養板の位置  

を2段階に変イヒさせたので送風方式は耐衰簡了濡れ鼠 往復  
8〉  

流れ型，上面流れ型 の3種類で実験を行なった。   

送風方式別に送乱数を変化させて各測定を行なった。  

ラミな測定J則錮二，コレクタ…内空気，かヾ…，基軸晩  

コレクター出入甘酢努乳温度 をCC熱機材㍉送風慮1働  

線風速盲汁い畳度 けスマン通風陀湿計及び相対温度計），  

水平面全天Ⅵ射懐ヒ い∴－彗誓仁】別1汁）である。  

（3廣験結果  

1）コレクター内壁気，基熱椒温度   

第3図に盛敷板温度とコレクタ血肉豊泉温度との関係  

を示すむ惨lからわかるようけ両者の聞には弛世虻の相関  

関係がみられる。すなわち，コレクタ∵内の空気温度は  

簾敷板温度によって決まる㍑適牒方式別にみると，上面  

流ぞこ比べ往徴発，両面流において空気温度ほヰぺ痛くな  

りてい＆㍑ これは往復流，両前流とも簾熱板の上下両面  

からのβ浪伝達をうけているためであろう。をお．本案廉  

における送叔慮の柁軌句では送威し巨富吏による差はみられな  

ニシ，1二、  

ま音更より日射熱巌のカが大きいとき，基軸板温度ほrlこ昇し  

ていくが，ある…一定の温度，すなわち，i塩弊温度に透す  

ると、賂熱扱がうけるエネルギ…と放散きれるエネルギ  

血とがバランスした準麓御大態となるく，ニれが軌齢f】時  

から14時頃までの状態である。r〕射夏漁が低下していくに  

つれ，逆に簾雛板に番えられていた熱が放散され簾熱棟  

温度はゆるやかに低く患っていく。  

2〉 集熱効率   

コレクタ仙の盛曹曳効率（以下効率という）ヴほ次式で  

表わされる¢  

GCα△T  

■   
ワ＝  

ここで，G：空登ほ㍑鋸速度㍉膵冶／】1i！1），Cα：空気  

J・ヒ熱（Kcalパくg℃）△11：上納温度（℃），A：みき熱面椿  

（ポ），Ip：楯斜面日射■兇（勘料／ポ・mi富1）   

第5鰐lに終［＝央哨♂）憂こ】，咽れたりくもったりで＝別－が  

不安定な〔ぎの効率♂）矧埠変化を示した。二の効率は上式  

を開いて10分r邪塙で計第二Lたものである。i‡i射が安産し  

ているづ失態では効率も安産しているが，ミB】のように，i∧！  

射が変動しているとき効率も大きく変化Lており，100％  

をこえる場合や0となる点が竺！三じている。安産した！三l別一  

のもとでコレクタ仙が作刺しているとき，急にf二】射が無  

い状態となったとしても簾熱拭からの放紬こより空気温  

は上射し，潔摘無紋はえられるから効率は媚∬蔓大となる（さ  

逆に，日射猥が省いとき，コレクタ叫を作動させても空  

気の温腰上梓はすぐには当三じなし、かち，効刹ま0となる  

わけである。すなわち，ニの効率の封主きさ杢紋は空気がえた  
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第3閤＋簾熟取組度とコレクタ叩刊空潔闇適す潤滑  

第4図は窮i〕快晴の「＝ニあ号音る［】射鼠と雄勲灘儲摘㍑  

の㌢捌糸を各時刻ごとミニ示したものであるぢl妙高巨の数字が  

時刻を表わす。図から簾覿板温度は敢大桐、j‘ま【吏を示すト音  

南中時まで服iヨ射透誓吏のj削川につれて上針孝‾るが，それ以  

後は1朋服l吏が減少してもすぐには低ドせず，14時墳政商  

温度に透してから低下していくというヒステリシスをえ  

がくことが行か説。これは簸敷板の蓄熱効果によるもの  

と考えらjlる苺基軸板Ⅷiニでは！ヨ射よりうけた熱が駄熱稜  

iた！身の温度J或－・と空気への放散とに磐～子～】呈さわる。放散熱  

17：000  

0．2  0．ろ 0．6  0．8 1．0 1．2 1．る   

Solqr rqdiqt沌n（cQl／Cm2min）  

第・確聞 時刻別にみ亮l摘朗読と脹勲痛ほ詔渠との供悩   



堀灘；孝恨確・中川蔑鋸台・太一「永か・・猿谷神．瞥兜  

節射図．甘軋■＝雄糾甘勅呼ばl相棒  

捌たをいうから，を妻主熱榔こか）て†射せされている濯ぎ鋸をと  第1夏姜に＝射が好走し平鮎状態にあると㍊木わる‖困  

が頻沌捜さかている♪罷〟ブて．コレクタ…性能を表わす効 ～ハ13畔こわける董槻jiなと川琵良度紺す、′j義郎膵人き  

， 朝ニ；：㌻とくにコし”仰がf裾壱馴磯ミニあるとノど・わオー いぼど上付温度は小さくなる。また送瀾訪ぷ㍗亮㍗ぺ烏  

甜紬慢射止掴榊冊断隷冊蜘摘獅判明  摘猷≠欄繭私服抽鋤脛押＝紬離・乞い－こ 

さ′～1烏こごミニそとる 子i三言裏舶き‡誓はjド均＝射一蹴・29（・aI／n－デーー1i－－のもとで働庫  

綱榔こ馴ノノ洲に錮た剛錮をホす√－図かょぅ が60％を越え・…≠㌔l】拍車J2腔j塗くに飢・今椚萎煉  

ゎかるように馴…♂川榔こより効凍りき別ける、ji追鳳 Lか‡きではも一ノと姿常緑で良か〆）′∫：ニ 

れ丹羽にみると上面流よりも両面流．往泥流明方か馴三 4うニプレツタ・－－】摂ほ榊塗  

三′ミニよい 嗣洗‖三ぎ混沌でiニ川ね沸こ比べて鯛飯カーら   二プレブターは鉦ほ＝射に対し飛沢に設憐守るの凍服几  

空筑への放熱雨情が2郡）るプニめで．1・1ミミニテ＝如子たほ流速 法子ほしいご∫′そのためミニはコレクターwが太鋸欄きミニ追従  

が2情とÅ膏かJjたため射三き′璽ミーご；くな′ノているジ  できわばか、が・国定メミリで；まそわ；3ニイ呵能であるロしか  

第7裾謎鋸根紬憫渾押潤鋸締れ咽椰紺毒 し∴服摘鵬‖射最は水平面での納まりも商べ怒るこ  

；ご£10時3拍かち15憂L榊分であるゝ二（7）勃射ま剛朝率と とから∴∫レクク…は齢卜して－矧描きれるのか潤胡巨瑠  

㌧－りい＝卸封輝∴打たふ猥難局をもとに誹牒ほけ＝け再∴ ′  

この小くこは盛典板に蓄えられていた熱がi制服）低ドと   したが一ノて－糾川㌣れぞゎに＝狛算＝射㍑毎を齢太  

ともに放散される鋸iととして含まれるっ従〆jYr，馴－ とするようろ・コしツタ｝血の鱗紆的とノ描す勺がr描する′′   

ニ 
i〟言＝∫三：；富－J〔il   

L壱．｝ 
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第1滋＋送凪方式別にみた空督湾小川瀾瀾  

Aトドf】0“・r氏は  Sola三・三、adi捜しbn（a＼7e．き  Air te叩〕．汗靴   

（王－で／sec）  （ca主／c‖子持1…！－i  ぐ℃j   

γ膵昭0イ 民有∵侶川  

王30tllll・8）・S f！けW  

晶－＼・、リ・バ‥】】■】‘，1．＼  

0．164  

0．199  

0．】83  

0．228  

1．20日i0．19  18．5二と2．3  

1．25：き二0．12  15．9ニヒ1．9  

1．29±0．ユ7  19．8ニヒ1．5   

1．05二こ0．31  13．5士3．5   

0．258   

0．2鋸   

0．283   

0．276   

0．363   

0．449   

0．429   

0．347  

1，24±0．12   

0．54：圭0．36   

0．54′j〟ト0．48   

0．44士0．27   

0．99づニ0．32   

0．33士0．33   

0．52士0．38   

0．97＝宣：0．35   

10．1：と1．1   

3．7二き：2，0   

3．6＝ヒ2．9   

4，3士2．5   

5．1二†：1．3   

1∴ミ・l．い   

3．4かヒ2．5   

4．0士0．9  

し∫r）】〕er ‖α，Ⅴ  

ここで，Al［＝菱川ミ刻，A2：＝入時刻  

においてⅠ‡湧Ⅶ沃となる－購紬軋 二別弘軋粧軋隠であふ  

．汁算∽滅㌣かから力位裾釦鋸障0㊥とするのがも一石とも」追  

いく≒ これぎま＝射崩の脇商偵が時角げ加時じホきれるため  

である点 また一 種斜葎度ほ9‖柑IJで28：10廿相室∧要で40  

であ一ノた。本妻ぎ鱗は三iミに9JJ綬、璽；ミニ行な〆プたび）で．柑斜  

角は3試 二け位角需0αとなる′jこう…こコレクタ血を．那′吏Lた。  

臥∴太陽熱コレクタ榊モデル  

大腸灘にしクタ山をま蓋わすシミ】ユレ…ションモデルは  

気象セナルとコレクターモナ≠とから構成される′，責も象  

モデルに人力として通狛∧1政 一その言一雄‖イ＝1Jかちの  

招迅射一室敷い柁煉を行て嘉う場所の緯度，経度および墨頼瀾  

‖各班ほり・えると，陀接が行なわわる一三iの＝酢時緋  

‖入明功L 仁行か巨峰刹をぷ牒㍑．＝招かベトり、まて∵l分  

きざみて㌧摘出聴が．粧托される草この＝射Ⅰ董葺：を人力として  

コレクタ血モデルに与えるとコレクタ岬離職友・℃より各  

上汁温度意 噂別の空範頼Iはか乳 一瞥紆どが1けはして牒  

．■lト＼ノ1，  

服綱沌㌣  

＝＝潮沃凝劇．＝南中時刻と＝鮮明判   

汁侶時刻偶1イり潮路帰2く√j二川ミをJ一射明として．通牒  

‖敢L好雄椚汝として次式‘ぐリーえら夏′とる 

Alニニ5．572十1．142（さOS†〕十月．064（－OS2貢）＋0．03如0ぶ3f）  

一】0．033si†1n十軋16舶i！12f〕血0．001sil13葦）  

川．i！，iO進法㌔き′貢き＋＋t‥‥帖亘 1  

A2ニ17．795酬0．167cosl〕十0．023cos2†〕仙0．030cos31）  

十0．281sirlD十0．163s；】12日十0．026si‡131）  

瑚ミ，10進iよ表ホき    ‥‥‥ミ21   

す一己〆Jて、‖滝叫咄路肘畔 ＝照l持聞A封丸   

A†lニ（A】十A2）ノ′r …・妄3き   

．，＼バ＼：！．＼l  ……‥・ ∴l・  

となる。この場合．Al，A2．如l，Asはいす’れも中東  

怖準＝串∵お烏か肘であるか行邦雄抽斗・る：われる場所（木  

組では津j か◆そゴ′ほさJ■－与をゴ1姐軌lミする必要があるゥ これ  

は次の様にして行る：えるそ。   

中東櫻準時の＝損人時期，＝南中時刻をγ昭雄ほは巧  

て．陀煉を行なう地′一芸もでのこれらの時刻をrr■とすれ且  

’lI■l■．1ト＝ ■ ＼・Tl  ……… 5  

で勺・えら妻tる。血は11損，＋ほ＝入時刻を求釣るのに桂  

川し．伸一裾仙樟聴川・＝ニ0とおけばよい㍍ ニこて－   

Mニーり＝ぐ十錆9 日†lil＝  
l   

N＝＝刷108．412十0．571L十0．0691．2rnli】1ゝ 】…邑6～   

rl＝〔43r⊃′′60仙260仁100  】  

Ⅰく：経度，圭一：絆私I）ニぎA2－A】）′／′2でトあJ5 

2）‘1み相 磯，10逓fよメ‡ホき   

‖み緯∂も通ぷ吊牒げ雄！放として次式のぶうに㌧え二〉  

jiる、   

∂ニ0．727岬－－22．86鉦≠汀卜用．57鋸os2J）一－0．24ユぐt）S3；〕  

十3．043 si‡】‡〕－＝）．067si112J）ト0．095si」13＝  

…・ま7】  

3き ＝射量   
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S01Q「「Od厄tion   

ブ  
次に鉦級罪甘射鼠より時刻別の水平面全天二摘離漁を針  

質する必要がある。男湖細Mト皿甘の日射一脱を実測してみ  

ると，〔l射・き哀史ほ天気抑伏態により時々刻々潜るしく不規  

則に変化している。しかし，－疇j〕の平均をとると，この  

不規騨性は解消されなめらかなtj圭】線とをり，それはばぼ  

正弦曲線に近い形を示す。従って，机㈲中崎で目射儲が  

爵大となるよう日照鴫瀾iに，正弦曲線をあてはめて  

その横罫砥が〉∧、、h∧′！；！の横罫日射く套き套に等しくなるよう水平面  

鼠天目射魔力iを牒めれ萬   

Rodiqlion  
En即g式  

t「GnSmitted  

Conve⊂lion  gycぬSOrbed  

Cover  

nergy trqnsm盲Ited  
Convection qbsorbed  

Rodio＝0∩  
Conveく：tion  

Energy obsoibeq 
Abg  

、 

」・  ・・・・  
‥‥ モ8）  

雛8を票lコレクタ…の肺蓋とエネルギ川流れ   

j凝今についてのそデル化を考えることにする。他の場合   

むはばこれに準じて行なうことができる。  

数式モデル言決定にあたり次のような仮定を言貨il【る。   

①コレクター内の発射云導を鱒用する¢   

俊昭射履カバ・鵬，簾敷板に肌・様にあたり距緋による変  

化はない。  

穏健気の蓄凝逐榊瀾する。   

④コレクタ叫価額からの熱描炎はない㍑  

さて，第8図闇コレクタ脚におけるエネルギ仰流れを   

示している。この流れを考えると，朋寸（傾斜面）がま   

ずコレクタ山に入射し，カバ岬をi創過し㌦－一郎はここで熱   

に変検され蓄芳養される。透過した銅寸は麓敷板で捌叉さ   

れ，大・ドがここで矧こ変換される。コレクタ山内を流れ   

る空気にか〈仰，基熱板から対流熱揺遵により熱が伝わ   

㌢），この発射こより空気の温度上紆が生じるジ一明＼勲減   

失としてはカバ∴とサほ＝H里新札カバ脚ガイ外気への   

熊取射，盛典板から外凝への典故射及び褒藤子への基点し   

て鮒三三専によるものが考えらわる。この考察く】こりコレク   

タ仙内♂）粗操支は，  

1  

・‥・ ‥－、こ  

ほⅨ6  

で与えちれる、っ ここで，Q：i＿用闇月掛磁抽痛／ポ），  

P：可榊榊j 川），T：時則（時）   

今回便膵した気象モデルでは‖鋸一ほ〔＝裾÷始まり‡二i人  

に終ると仮達している。従って，＝照準が1，すなわち  

鉦略時間と司瀾胱錯肛㍍針い－ということ寸ン登るひ11の  

単位はlくCal／ポllであるがcaけc門ぎnli！lにする崎は1、，射1  

をnlin酬釘こしてh＝射換算すすばよい。かくして，水平  

繭全天‖射凝力凋められると，任意の傾斜角，方伎角で  

設i妄髪されたコレクタ…における植樹繭沌確一j∧】とが計苫茸され  

れな。これには庶散分離紳罪＝EA法）を利用した。  

4）外気の温度，～晃度，脱速   

外気温度は】‡軌i震〔前にゴ泣低となり，ぷ三午より1～2時  

rぎり経過後J絃紬ニj磐するのが通常である。胤私 風速も血▲  

＝における変化は大きい㌧ Lかし，計算のj紳巨化をはか  

るため，jiの平均漬をとり…∧∧▲定とした。  
11タ12）1：i）  

ほ盲コレクタ…モデル  

lノ‡の実験ではコレクタ血肉の基難聴の桟瀾沌かえ，ま  

た空気の流れをかえて行なった。ニニでは第8図に示す  

ように，盛糾如）促音窪が放下葺畠にあり空気がl浦橘頂の  

（カバ叫）  

RでC。Z。㌢ニα。（トトr∫。βp）  
×♂け㌔十273）d仙（′rぐ十273）尋卜 仰トI盟（℃－■llw）  

；            －∴－ －  －． ∴ニ：・  

……（9）  

（墨を敷板）   

－㌔CpZニαpr。Ⅰ〃仰  αj（1、p削卜273）一曲（1＋273）4i   
1／㍉＋1／gp岬1  

…Kγ仰ご（Tタ，…rr∝〉）血l－Iタ）（′r7，仙1てェ）   

肌Tiパ∫ブ♂く（rr。十273）d鵬（T押】卜273）り ……宅10〉  

（空知  

；－     －  －∴   ‥ ．    ∴  ‥‥‥－・   
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で求まる。△Ⅹはコレクタ…一方向紬維のきぎみ，rn】iに  

おいて，i㌫0はXニ0，i＝ニIlはx＝㍉～（コレクター  

良さ）での椴を表わす。   

あるいは，各様感凋瀾に－とにTc∴rαはJ晰雉によらない  

から〟一意として！11き式を樽分すれば，  

となる。ここで，  

R：密度（kg／雨）  

C：比熱（lくCal／k9℃）  

Z：摩凄（nり  

α：吸収率  

rs ：突戻披光線吸収率  

rβ ：長波 ク ウ  

〝 ：反射率  

ぞ  ：放射率  

げ  ：ステファンボルツマン冤救  

（iくCal／ⅠⅥ211k4）  

T ：温度（℃）   

1、脚 ：外気温度（℃）   

1㌔如 ：天空温度（℃）  

W ：瞞∴圧1）   

トi即 ：カバ叫と外貌との対流熱伝達率  

（】くCa】／ポIl℃）   

ト雷e ：カバ…とコレクタ血内空気との  ケ  

；、・・）   

トⅠ∫｝ ：基軸絞と  

；・・〉  

重くrear：コレクタ…盛萬i熱英一流率（kcaりポl】℃）  

Gα ：空気室′ぎ紋速度（ね／ll）  

Tp ：一二i射．ま絶（lくCヱ11／nflり  

t   暗闘（）1）  

X   ：踊妹（汀l）   

添字のC，Pりαはそれぞれカバー岬，基軸晩 空気を意  

味する。   

至9き，ミ10）式ほカバ「仁阻級板における熱1文京を非定常で  

あつかったもので，午前中コレクタ…にlニ湖－があたり始  

めた軋 あるいは午後目人填みられる薪軋 発車の放散な  

どをよく鋭重りiできる。iこ1瀞‥tl時ヒ妄をであるとカバ叩，施熟  

板は準走御大態と仮発する。このと針儲鋸1欺鉛翔一】毎辺  

より′JIc，11p を求めこれをく11底に人れて漬分すれば空登  

温度Tαが計苫狂できるむ   

捌又支式よりTc，11p は童榊ilにより変化する偵であり，  

m一方Tα LM紺艶によ∴て変化する依であるが1T烏7l）を  

含んでいるから当然照紺射二よっても変化する。ある上た澄  

時間に戊出る空気弧概は差分紺】ヲで，  

－     －一  

叫）（rI、p仙’11′－）Wp卜……‥一 号12う  

∴  －・・、 
・    、  

‖pW！〕＋‖cVlrc  

xexp卜。志胸W刷）x   
㌢1二〔竺 

ト≡… 〉  
‥ ‡13〉  

を得る。ただL、X ‥ニ0でT～まごrr∞である。   

本鞘では（12）式を用いたけ かくして，えられたて、αは｛9〉  

（10き式に用いるとき，Ⅹによらない平均他にする必要があ  

る。平均値て、堤は，   

…‥‥… ■ ＼．  ・・  

である。すなわち，T柑 L描2き式から求めれば放縦植分よ  

り，また（13）式を使えば酵軒的にえられるはずである。   

シミュレ…ションの結私 案一撃に必要とする値は空気  

鮎〝Jの温度，すなわちx＝まにおけるTG のわi－£である。  

その期郎勺な計算力法は次の通りである。カバ∵，簾熟  

椒、空気グ）初期温度計mo，rrpO，て“け0，靂1軋…♪lとIpl，外気温  

度Tめl∴熟知鋸門崩封を9），（10盲式にwノブ▲え，きぎみilニ＝  

1．0＝分）で鮎川鮎－1くl】tta－G州法でカバ…温度Tcl，挑  

熱頼温度TI‖を求め，この1’cl，′r！）lをく12）武に代人して  

1、々1を苫荘出し．（14き式より平均空気温度′11〃1を針聾する。  

これで閥始1分校における封爛が終るので，次に時聞を  

1分進め11cl，′Ⅰ－pl，1’（jl，ip2，rr酔2，rllsIくさ′2から同様な計  

算手順よりrl、c2，′1、p2，T‘一2を子守るゎ これを繰返すことに  

より各時間にあ里ぺペパ仙温度，盗難榔温度，そして所  

磐の空気温度を求ぎ）ることができる。  

Ⅳ．結果 と 考察   

｛1きコレクタ…モデルの検討   

モデルの妥当性を糾繭するため，そげ）計算結果をL誠  

実騒紙牒と比暇した。この場合の気象モデルヘの人力デ  

ータは比絶すか災験！二寸における実測備が用いらわた。モ  
1・11  

デルの計算に潤いたパラメ仰タの依は次の通りである．。  

（むかく…（3…厚薄通奴ガラみ  

1モcニ2210k侵／lげ，Ccニニ0．2重くCal／1くg℃，Zc＝0．003！－1   

αC＝＝0・1，rSCニ＝0．83，てIC＝ニ0．1，Wc＝ニ1．72王n   
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⑥隠鍬眼 圧．4nl諒萬場形状トタン榔   

Rぎ）ニ9000kり．／崩＼Ci）＝0．112‡くCaど′／／kくi℃．ZI）ニ0．004m  

＼Ⅴ‡）＝1．72壬－－，～ニ4．07－Ⅵ，αi）ニ0．汎 〝pニ0．15，   

性榛敷 く！ガ／sec〉，Ⅴ∵送旭！】ヒ〔Ilで／se（・j－ll：コレクタ  

十軸鮎弱き h両  

難緩速準‖は空気熱揉埠準をスとすると  

l卜ス＼し」／  ……‥‥‥… 】さ・   

ここで，P！1＝＝ニ0．7，∠ニ4．07nl，リ＝ニ0．16×10刷∠l‡げ／se（ご，  

Wニ1．72m，‡lニ0．24け1，人ニ0．022】くぐa‡。／l11ll℃より，   

ilニ17．51＼／0・S（】く（用巨宜＝1℃）  ・…‥ 竜19）  

10ji12軋1m射∴侶うる㍊度の戌測偵とこのモデルで  

謀めた計算鶴とを比頼したグラフを第9図にホすご ミA  

はIil捏㍉＝封‡が粧紬序々くもりの場合である帯図から  

空気温度はよく′・放しているのに村上，域働瀾溺磯て雷  

雨濱はよく似美傾向をホ寸分Ⅷイ㌧も 一段しているとほ  

し、えない。ニのf即］としては域勲板おI柔盲iJ．㍍変に五汁†る渕  

定．鉦軋1㍍棚痛摘笹蘭灘への漬弟明日り射光したことる  

どがタ声げられよう‡しか↓，空浮描．度とい＝潔カバ仰ぎ払j－‡  

紅かル∴掛かみらわたこと忽どを考えわば＼ニのモナ≠  

はほ…£妥三1ほらのであると仁ミままめることができる。  

！2iシミ】一Lレ仙ション  

Jこiミ已のモデルiこ人力とLて陀煉シ…スーンである9軋  

1鋸車功一羞をにおける気象ヂ岬夕を川い，＝射最，風描，燵  

熱南柏針パラメー タ≡ニLて鋸封＝反駁き軋 空気ぎ去ん度，触が  

などの簸ぎ子鱗粁妄三を求ポト5シ∴ミュしノ仙シ∵ ンを亨㌢な′Jた。  

e‡，ニ0．85  

⑨天空温度   

ノミ空温j要は次J・℃により求めた  
15！  

r†、sl甘利㌦鵬6 ぐい  ・・・・・ 15・  

径）カバ十外部熱伝連弾帖＝蔦   

カ′く－－外側熱偽澄率は瓜連…ニより変化するとした′ 

】書くズ〉＝0．8568（5，7ヰ】3．8＼17iIl（i川く（・最／11＝1℃い‥妄16〉   

ここで，＼へ～i‡1d：j戴速 宅m／se〔tj  

斬齢棚減酢裾－は拍朕腔肝   

猥熱板からベニヤ板2枚，スタイ甘フ仁∵い損鍼択   

て外部窯雲ほ接するときの熱搭流牒ぶ1旭摘3－－－／seくこの   

【iト∴  

tく羞、eどir，ニ0．54 〈lくぐalノr】ぞIl℃）  

⑥‥コレクタ…1加齢摘漕張遁剰宜】宣p   

ニルック血内鮎空筑は乱滝であると候成し．じ浦川！1  
17き  

の式藩刊巨りム  

Nljニ0．036冨）‡・ミ重モe仇8  ・・ f17き  

晶・ll、仁、上．＝l＼‘＼トIl・   

ニニ■ぐ，Nl‡：ヌ 7セノし卜畜生，】つ1、：プラントル敷，lそ（ラ：  

レイノルズ敢， ul：空室も流速 ぐnl／s（ゝC j．リ：空音＝研一i盲  

節10図＋空郊温度計算フロ…チャ…ト   
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日射数は9札10日における過去9研ぎぎ‡（197l～1979  

年）の平均値，及び1979年9軋10附こ実測された横罫  

汁射通償うち叔太を示した目射巌（9メ三i7i三】，】刑ヨ4＝  

のデ仰タ）軋∴脚鋸鋸択一25，0．5，0．75，1．Ocポ／sec，  

簾覿面梢は7，10，20，30nぜのそれぞれ4水準で計64通  

りの針先をした。   

気温．湿度，風速は摘79年度のテ㌦タを用いた。これ  

らのヂ叫タはl三き別‘兼も禽虜ていずれも三助大学麒学部付  

式電燈燭で硯洲されたもグ）である。第2表ぞこ各計劉妾那けで  

の気象条件を示す。コレクターは北緯33044＼東経136Q  

31′に位置し，方位角00，傾斜角3がで餞瀾㍑てあるも  

のとして計穿を行なった。第10惨＝こ針罪のプロ…チャ仙  

卜を示す。   

l）＝引い   

シミ」＿レ脚ションを行なった9札10月における＝津  

入時刻，目1紳桝掛紬．冒赤緯を1），〈2j，く7〉式で計算した  

踏襲を筑3釦二示す。9月の＝照時間にはほ噂瀾uJ，  

時角恕ホで士90¢以上になる時がある。すなわち，ニの  

‖雛iiでほっレクタ仙に対し下から「′†射が入ってくるわ車  

で，受矧鋸こは散乱日射七か人らない。当然，紘凌lヨ射  

は鵬90¢勅w90やの‡抒＝こなって入射するようになる。   

策11r栄＝ま（8）式を用いて計算した9札10附こおける傾  

斜面‖射晃の経時変化をホLたものである。1二】賞＝こはそ  

の月の散大碩瀾凋射闇路㍉1用狛＝ その平均硫を表  

わしている。第4表にほ水平面，傾斜面H碩罫日射  

壌，薄頼川うミ（放火）l吊狛臥．平均日射瀾を示した。  

lニl瞭罫兇で里いずれも，特にj浸大において9月の方  

S哲Pし（MGX．）   Ocl，（Mq萬．）   

ん3】OkcGりm2   4ふ00kcql／m？   

S叩t（MeGn）   0⊂暮．く吊eGn）   

2ん30kcql／m2   2260k亡ql／m？   

7
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5
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日our qng【伊（加g．）  

打ち11図… 諾十錐i銅削針打経略変化  
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日露両用封軋「＝或纏勘   第3衆 人カデータ（払－jう人，  

258  277  288  

5l123‖  5l137111  51ト1（im   

17r150m  17l122nl 17l17m  

llh37m lli130m ll鳩7rm  

3021′  －4－’2′  －8013′  

5i136汀1   511501T1   5t158m  

18112m  17主135nl 17I120m   

llll．1針】1 11l卜12111 11l】39111   

12i126m ll呈1451Ⅵ  11圭】21！Ⅵ   

Nunlber of day  249  

Standard tilⅥe  

SuIげ；se  引116m  

Sし1nSet  18i13m  

Solar noo【1  11l140m   

Solalldeclinatioi1  6町45′   

■l’ヾ＝（、恒・  

S椚1‡叫ise  5）1291Ⅵ  

StlnSet  18ll15111  

Solヱ11・r10011  11l152††1  
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第4衆 人カデ…夕 柑射蕊）  

Number of day   

l’otalりくC＆1／ポ）  

249  

Ilorizonta1   4200．0  

258  277  288  

2520．0  3770．0   2180．0  

2426．3  4403．7  2258．5   

0．51  0．96  0．51   

0．32  0．62  0．33   

Inc】iJled（300） 4312．2  

Maximum（cal／clげmin）  0．91  

Average（cal／cポnlirl）  0．56  

り，送風ぷ吏が多くなると低くなる。ニれは空気流速が増  

加ければ肘云遵率も増加し，基軸枚から多くの熱が奪わ  

れるためであろう。く下式参照）このことは ‖＝ の実  

収における結果とよく血致している。   

次に，送風塵紙5Ⅰガ／secで…血走とし，盛鮒毎梢を7，  

10，20，30n了とかえたとき，基軸板温度がどのように変  

化するかをみた。面積は帽1，72mに一定として，コレク  

ター良さ£を変化させて求めた。例えば，商橋7rげでは  

W巴1．72nl，、Z．ニ4．07m，30n了では～＝17．掴mである。  

針罪の結果，而碩ぶよる窯場みられなかった。このこと  

は．コレクタ叩内の熱傍遵率＝がi17），凋式より   

…0072享㌃＜′（蕊）0－8ニ5・88仁lも㌻  

で求まるから，とくに送風ま鷲敷V＝＝0．5n了／secであると，  

勲位連率ほ7ポのとき 7．8kcal／ポ‡1℃，30nずで10．4  

が多いのに対し，逆に（8）式を使って各時刻のl三4射致  

を求めてみると，r‡き南中時での散大憂ヨ射慮はいずれ  

も10月の方が高くなっている。これはE川馴雛i】の相  

違によるものと考えられる。すなわち，9月で恨凋灘  

崎問は前述のように12暗闘ユ上で，10j三言と比べて1時間  

以上も長くをっているので，長い日照時間に日射儲が分  

散して平均的に低く現われたからである。衆より9月中  

旬（通儲l〕数258〔1）において傾斜面日積算錮寸脱が水平  

面より少なくなっていることがわかる。これはコレクタ  

…グ）棚斗角300が9月でほ不通であ・つたためと考えられ  

・：J  

2）盛敷板温度   

第12】稟＝ま9月で簾熱繭碩を10nずにして，送胤羞吏を変化  

させたときの基軸板温度i汁罪値の経略変化を示したもの  

である。基軸板温度は朋寸ま孜とi村域の変化を表わしてお  
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lくCal／ポ11℃となって，雨季如す4倍1L上：にをっても＝は  

縁者が少し高くなるだ；－㌢で，結局，駄熱商機をかえても  

穿き熊取温便はあまり減少しをいためである。   

逆に，長さまをw′・讃三として帽を変えてi鉦漬を変化さゼ  

れば，例えば30ilザでW＝ニ7．37m，ヱニ4．07nlであり，熱  

傍遁率は上式より0．73lくCal／ポh℃と小さくなり，f走っ  

て空気への法難凝闇揚場く温度は商くを旦。  

3）空気温度   

第13‡彿ま9ト＝こおける簾詳細j軌30nで♂）コレクタ仰の送  

胤屁をかえたときの出il空気温度Ⅵ周一洋紙をホLたもの  

であ＆㌫基軸取組度と同相i封汁損に道南江て変化し，  

送風通がヱ宇鍼Iiすると逆に減少Lている。葬柚をを墨壷熱叛か  

ら多く奪りても，空爆通が多くなっているので温度は必  

ず－しも上タ㌻する駅でほない。   

次に，送夙灘滝一∧磯にして刃さ声≡痛ぎ漬をかえたときの空  

鉄鉱度変化を第相聞にホす。廣熱棟♂祁岩倉とは逆に俵勲  

拍ラ械が増み…けると空気温度も上＝・する。ニれは球灘滴ほ  

ら空妾も～こ信連される孝奉呈衰藍が盛賂板毒すも度が炊くなるはど多  

くなるからである。   

この空気一重きi＝温度の紹舅‡が太陽熱柑き瀾陀煉のシミ。1  

レ岬ションを行なう場合の太ド雛曳コレクター血モデルの出  

力と忽畑こわが次の柁規をデルの螢要を入力ナ㌦夕で  

ある空賓㍊腰明磯崎変化を弓成るっ すなわち，旧狛1ヒ  

風駄，コレクタ｛酢漬よ町肋1空気温度はこのモデルで  

乳勘㌶膵ほれ臥   

さて， ＝＝／クタ一面漬決冤の憾茂沌牒泄】である挑頸凝  

を事汁許する場合，空衆＝ははが必要で虜る鳥 評†肛糾ニ  

】！南中鴫＝‖射損巌大き の空登ヒ汁温度をホ■仁。卜摘甘最  

は くAj 9‖Jド均0．51caI／ノ〔、琵首mill，＝封】OJかfま均0．51  

cal／（：nfmi】1，fC）9‖．闘■さ；0．91（さal／ぐrl紬1＝1，（DjlO  

軌鋸綱．g6caレ／ci】？millである¢各けの平均での結果から  

このコレクタ仰の上情ふも度は1．5～12－5℃であるが，‡i  

射巌の多い所で認錯℃㍑上くこも適するジ コレクタ州内£り  

空歎温度は入＝部より除々に増加し出＝部げ儲藩卜適す  

る。空路射乱せほ∴＝′グダ仰が無灘汗」針いと粟津射姑弧機※  

jかブくことになるか∫ろ，埜妾ミ通慮缶は他の義仲がw〝一定であ  

わば長い方新緑混にをる。このことはけで逓ペた塞廉結  

当主と全く′〟′′▲致↓ている。）  

ぎ3汰陽熱コレ㌢ト－玖甘酢鋸．執面頼   

コレクターの．掛計で最も蛮牒凄狙慢招沌ほ相浦如墨如  

であるジ 伍勲感服は点くと妻1ぱ伍熱能力は確かにノくきく  

怠るが，それだけ製作維一まl～は－ミ■㍍くつく。従って大脳漕摘  

第15怯】‡ニI南中時における送風鼠と空気上粛瀾腰   
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利用するシステムの魯魚荷に応じて，戯透明面髄液遇新  

しないと春 雄熱効率幸j悪くシステムも高価なものに怠る  

Jlを適の壷面奉£はばコレクタ00綿製～と盛捌毒との比が鵡′トとな  

る面硝であると考えられるが，ニこではコレクタ…経典  

を考えか、で，すなゴノ）ちコレクタ血の棒怖，形服竹澤∧・  

のものと擬愛し，熱妾考荷と盛熱猿の関係かち必要翫F汚櫓  

を決める方法ミニついて綺】；づするく＞過胤 面槻を決める場  

乱SC係数（So王ar Co王墓ecも0】・Coe打icie王1t）が利汀ほ  

れるミラ この値はIi∧∧い当り1000iys（1000ca】／c椚 の〔棚＞  

兢がづ・えられた嶋，空音もが憂∧ニ持する温度を衷わしているく  

コレクターの国有依であるのでシミニLレ…ション患どに  

よく伸さ一ほれるが，㍍を難所了手ヂ蔓を求めるにはコレクタ仰の  

扮掛飾乳．け鍬址，空気濡放といった惜サ彗然ゼ牒て虜  

る′＞ また，簡便約にはS（ご係数とjこく似ているが，空気  

温度1℃！：をl’・するに必要な抒百梢といった依が伎十浸iるこ  

と∨きJある㍍ この場合i㍑ず均椚机上 送軋如側路胴1、や  

；ニ′Jモされる。   

かじ 二対敵鎮コレクタ…の鶴熱而招を決めるにはここ  

で冒－な〆）たようなシミーユレーションにより域劇痛摘一汁許  

し，ニヌーか柁燥タさ杢負荷とから求めること去ノ鞘f筐であるゎ  

この場合，モデルがよりコレクタ山川の柑J】三を滋わLたも  

のであゴノ乙ば、酢；己の方法よりきらに灘摘㍑く蘭梢が．汁許  

される。ヌ ニの場合の計算ノブ法を流れ壱1利こして箭1軋利こ衆  

行圭   

ま】∧とに荻亭郎捧熱を煎じて求まるのである析．後者の値粛凝  

内の水分儲灘が自由水分の場合と異なり若二1ニ高くなるこ  

とや粗温【こ附こ消鬱～される覿肱なども通常食めyr考える  

ので，595ⅠくCaI／k肩山ト】20より妄ミミ～；くなるのが静通である。  

∴れかのことについては別に報質する。太陽依存率は供  

給熟慮Ⅵうち太陽紬こ依存する劉針ぐ，補助熱源などを  

考えるとき盈嬰を依となる。もちろん，全てを太ぎ卵油に  

よるときはこの紙ほ1となるくJ  

榔魔黙劇嘩   

第17‡ヌ！…こう義姐ま喜とと効率の‡歎係をホ雷㌧刃㍍刺激風速賦ぶ  

に子遣い増加するため効率も大きくなる。送風謹書紬．25iガ／  

secにおいて効率30〝偏50％．0．5nヤ／secで45～60玖0．75  

I†f／／secで50～65％，1．0】lヾ／secで55～70％と送風と！吏が  

0．25nず／se（ニづつ増加するむ効率は5～10％増力…ける傾  

がみられたく7 このことば前述の対終結発きと八〟′謹賀している。  

、
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誓言「ずて覧「誓e（温e。）  
節用■刻 も駆輔弼漁臣みた墟終紳粒鵜里紬  

また書 梨㍍執面相が大きくなると効率は悪くなる。ニわは  

面相灘棚1によ町損失熱崩も大きく怠るためと老成らわ牒  

今恒！試第二L畑腋漬のうち効率が職大と意・♪Jたのは101ポの  

ときであ′）た（て雄熱面漬の計芸ミ〔ほ帽を一∧∧・定にして良きを  

変えて行をりたのて，今後刃翔一ミもかえて而漬の断簡戊凍  

るノとl要がある。  

㈲鋸服根牒灘腋鮎瑚絹   

ニルグタ・…鵬の矩き強面撞♂）封・算上重要と怠る灘凍ほ汗∵  

いてふれる。盛熟慮Q9は，   

Q（‡＝G董も・Ca・くrllotlL－T有l）   

ここで．T肌沌：コレクター出＝部空潔ぷ．度（℃）  

′‡、…11  〃   人＝部＋〃（外ぶぷ磯判℃   

弟‡1ミ宅一完l倶勲雄l㈲沌一汁持するプご〆）グうて！ブ－…イ∵■し－－∧州卜  

陀燥期＝掴－のf！射戌引Ⅰ）．コレクタ…効肇牒，璧漕‡∧摘§】  

がシミ＿了）レ…シ〟；ンにより計算きれるカ＼ニレクタ山繭  

粧乱   

AニニQIl／／Q9  ただし，QIlニαQll  

として得られる、   

ニニで．陀燥；ニ・ピー婁登封晶はllは柁・規で除去すべき水分   
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4310kcal／が  

A＝7n了：Q9ニ20860…10720exp巨1．99V）  

10汀デ：Q9：30050…14980ex！）巨2．04V）  

20汀f：Qg＝58950仲35350exp巨1．90V）  

30汀f：Qgニ84170仙61640exp（ml．65V）  

である。送朋瀾Vが0♂）とき，基数戯吏は（B叫C）とな  

って0とはならない。送風脱が0であってもコレクタ血  

内グ）空気の温度」ニ和まあるから，空気流鍬まをくても空  

気に蓄熱されて，熟慮皿えられるはずである。この他は  

基数面硝が火であれば大きくなるが，面相は3倍になっ  

てもその増加率は半分の1．5倍にすき、、ない。またi；一別一畳が  

2倍大きくなると，この他も2僧に意る。この傾向は平  

術依Bにも同じことがいえる。Bは＼／血・∞としたときえ  

られる低で，各コレクター而樽でえられる激高低を表わ  

す。これらの関係より貼熱而紙と送風j一丈が与えられれば  

そのときの基軸j葺麦Qgがえられる。   

このことをさらに明晰こ表わしたのが第1訓淫‡である。  

この僕】は9札10∫∃の平均日射ま簑と（2，200－～〆2，500kcal／  

ポ）のもとでコレクターを南向き3がに傾斜さゼて終lヨ  

作動させた場合の基独腰監と盛軌面綿との関係を送瀾腰瀞  

に示したものである。暮渕から，面積Aと簾熱雲吏との関橘は   

A二＝αexpくβQ9！  

で襲わすことができる。このとき，係数α，βは送風」盲、吏  

V（′）関数である。シミュレ…ションの結果から．1二式を  

求めると，銅す騰が2，200kcal／ポdayの放とき ，   

A＝（3．4ヰ1．17V）exp く9．4×10－5e叩巨0．748V）  

×銚」…………‥闇  

l封財盈が4，300kcal／ポdayのとき   

A＝（3．3＋1．20V）ex‡）軋6×10血5exp（瞞0．781V）  

×Qg㌻   ……‥ ほ1）   

である。   

郡」臥武凍制服している＝射凝2，200叫－4，300】くeal／ポ  

dayはわが図会地域における紗：妄芝嫌が行をわれる8，9，  

10月の平均全天照射一段鎧園を含んでいる。従って，t‡L糊  

に柁煉が行なわれる地域や高い甘酢掛れ脚軋判別1き式を  

また，〉好適柑の地域や低目射嵐の地域でほ綬0）式を搾巨－る  

とよい。しかし，太陽熱の変動・性などを考えるとき，余  

裕をみて堤0き式で推定するのが適切であろう。   

例えば，送風瀾が0．35－1ず／secで，必要熟まi告が20，000  

k訂で成るときの基熱面植抽帥式よ畑約6ポ，別状より  

約9汀fとなる。   

であるからシミコ．レ血ション紹衆のうち，To肌がTもで  

計算されるから簡まiもに求まる。   

第18図に基数面樽をパラメ…夕脚として送風蘭Ⅴ伸／  

sec）と基軸魔Qg（kcal）の関係を示す。ただし，棒劉ヨ  

射．紀が図で（A）2430（B）2260（C）4310（D）4400  

kcal／がの時である。l裏－からわかるように仁基軸兇は送  

風魔の増加につれ大きくなっているが，戯終的にはある  

一産の億に通ずく，従って，両者の関係は  

QgごB…Cexp（…Dlり  

という実験式で襲わすことができる。B，C，Dは実験  

定数である。いま上武を【‡摘寸羞と2260と：4310kcai／ポ（図  

の（B）と（C）の場合）の時について求めてみれば，  

2260kcal／ポ  

A＝7汀f：Qg＝11680…5860ex】）巨2．06V）  

10汀f：Qgご16880…8160exl）（w2．07V）  

20汀F：Qg㌫331600019510ex！）巨2．00V）  

30ポ：Qg＝47650－34390exp卜1．76V）  

■つ・   
5  

4  

3  

2  

1  

（B）2260   （A）2430kcqりm2  
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1）基軸銀狐度は送風まlとが少ないぼど高くなるが，盛  

熱両横をかえてもほとんど資化しか－。   

2）空気の」二昇温度ほ送瀾遇が′トさいほどまた雄熱面  

櫓カざ大きいぼど高くなる。   

3）基軸効率は送瀾は虹用紬＝こ従い増加している。こ  

れらのことは実懐紙果ときわめてよく…一致し，コレ   

クター特捜の予測にもこのモテ≠粛寸分使用できる  

ことがわかった。  

（4き シミュレ仰ション外結果から，送風戯と基軸灘の関   

係を襲わす式を簸熱面硝別に輩めた。これより，送風   

威，基軸面櫓が与えられれば盛栄名義とを評言琵できる。ま   

た，送風慮別に表わされた雄熱j蕊と基数藤橋の一瓢係か   

ら，8月～10月♂）紀煉シ…ズンにお里るH像・兇陀囲で   

簾熱感梢が推定できる式ほ0），浸1眩求めた。   

なお，この研究は‡昭利54年度10jl戯米機械学会関西支  

部に－ぐ伸一郎党瀕したものである。また，昭利54年度科学  

研究餅i‡宣助金卜般研究C）の交付をうけて行をったも  

のである。関係各位に厚く深謝する投   

射粂に，股貌な気象翻Gほ提供していただいた＊学附  

属農場藤山宛然教官，実妹を手緩「）ていただいた元桝究   

Ⅴ．摘  要   

（1〉 太閲蘭膵l脾服服磯システムに適用するため，平楯彪   

コレクタ脚を試作し，3梗朔の送風力式で送風闇宜舟   

えて性能狐験を行をった   

1）簾熱効率は送風脱が大きいぼど高く査る。送風方  

式別にみれぼ，往復流れ形，両面流れ形，上面流木  

形の順に効嘩闇凄かった。   

2）空気の上昇温度は送劇瀾が大きいぼど小さくなる。  

送風方式別では，とくじ往復溝擁形が平均El射通   

1．20cai／c【l卜111inのもとで上界温度15℃以上になっ  

た。これらのことから送風方式では往復流れ形がも  

っともすぐれていることがわかった。  

（2）大磯灘刺豚働購淵シミニヱルレーションの…・郎としてコ   

レクター∴モデルの数式化を行なった。空気，挑発各様及   

びカバ…温度の実測低とこのモデルで計罪した依とを   

比略したが，よい00■毀がみられた。このモデルの有用   

性が言忍められた。  

ミ3）このモデルを用いて，コレクター降僅を予測するシ   

ミュレーションを行なった。その紙j軋  
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